数学科学習指導案
１．単　　　元　　　数学Ⅱ　「指数関数・対数関数」

２．使用教科書　　　「数学Ⅱ」（数研出版）

　　　　　　　　　　「オリジナル　数学Ⅱ」（数研出版）

３．生　徒　観　　　　クラスは25人で、星組と月組の講座別で分かれている。

　　　　　　　　　　授業内は大変静かであるが、教科書の練習問題やオリジナルの問には積極的に取り組む姿勢である。また、疑問点はその場で解決しようという努力が見られる。しかし、理解は早い方ではないので、机間指導などで支援する必要がある。

４．単　元　観　　　　本単元のねらいは、拡張された指数の計算の習熟、指数との対応関係にある対数の計算、応用問題を考えることにある。指数に関しては、
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において
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が正の整数のものは中学校で既習しているので、指数法則に基づいて計算する。加えて、拡張された指数（負の指数、累乗根の分数指数）の計算をする。対数に定義という新しい概念は、生徒にとって最も苦手なものの一つになっている。簡単な指数方程式を解き、指数の逆関数を考えることから対数の必然性と書き表し方を理解させる。

５．目　　　標　　　①　累乗根の意味を理解させ、指数を任意の実数に拡張する。

　　　　　　　　　　②　指数関数
[image: image3.wmf]x

a

y

=

を定義し、諸性質を調べる。

　　　　　　　　　　③　対数を定義し、その基本性質を理解させる。

　　　　　　　　　　④　対数関数
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を指数関数と対比させながら、その諸性質を調べる。

　　　　　　　　　　⑤　対数の応用例として、常用対数を取り扱う。

６．指導計画

(1)　指数の拡張　（３時間）
　　　　　　　　　　(2)　指数関数　（２時間）―――――本時１／２時間目
　　　　　　　　　　(3)　対数とその性質　（3時間）

　　　　　　　　　　(4)　対数関数　(３時間)

　　　　　　　　　　(5)　常用対数　（２時間）

　　　　　　　　　　(6)　問題　（１時間）

	
	時間
	学　習　内　容
	留　意　点

	導入
	５分
	・言葉の説明をする。
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 を指数関数という。

（
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を“底”とする。）


	・後の数学にも出てくる言葉なので、しっかりとおさえる。



	展開
	４０分
	・プリント（別紙）を配る。

（４つのグラフを書く。）

・①のグラフを一緒に描く。

①
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 の＜表＞と＜グラフ＞

・注意点として、
[image: image8.wmf]0

>

y

だと気付かせる。

・②③④のグラフをプリントに描く。

②
[image: image9.wmf]x

y

÷

ø

ö

ç

è

æ

=

2

1

の＜表＞と＜グラフ＞

③
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の＜表＞と＜グラフ＞

④pの＜表＞と＜グラフ＞

・４つのグラフを２パターンに分けて、指数関数の性質を整理する。
	・後ろまで配られたか確認する。

・表を埋める際、生徒に発問し、
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のところは強調する。

・グラフは丁寧に描く。

・その際、規則性も見つけるよう助言する。

・机間指導でフォローする。

・生徒が描けているグラフは、黒板にも描く。

・一つ一つ生徒に発問する。



	
	
	[Ⅰ]①、③　　　　　　　　[Ⅱ]②、④
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　右上がり⇔単調増加　　　　 右下がり⇔単調減少

・
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	・性質を確認しながら、教科書144ページの例題1を黒板で解く。

・教科書144ページの練習8を解く。

　（答え合わせをする。）
	・生徒の反応を見ながら進める。

・机間指導でフォローする。

　（生徒に答えてもらう。）

	まとめ
	５分
	・指数関数の性質について再度説明する。

・オリジナル74ページの346を宿題とする。
	・簡単にまとめる。

・その時の状況によって、変える。
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